
平成18年7月 既存化学物質点検（分解・蓄積）結果資料 〈第56回審査部会〉  
物質名  

分配係数  
後続の試験案  

K番号  （CASNo．）［PRTR番号］  分解度（％）  
（logPow）   

濃縮倍率  
判定案  

（試験の種類，  
官報公示整理番号  

（）内は既判定    試験物質）   

アセトアセトー0－アニシジド  

（92－15－9）  

3－1642   TOC：37，36，35（36）  

1480  NHCOCH2COCH3  BOD‥ 25，29，28（27）  HPLC：100，100，100（100）  
被験物質は全て消失し、アセト酢酸部分  良分解性   なし   

は分解され、ローアニシジン（3－682，良分  

解性）を生成し、残留した。   

・ 

・・ 

剋   
BOD：89，92，92（91）  

1753   TOC：96，99，98（98）  良分解性   なし   2   

HPLC：100，100，100（100）  

α－ピネン  

（80－56－8）  

4‾0593   

1756  CH，    、海    H】C   BOD：91，90，95（92）  
GC：100，100，100（100）  良分解性   なし   3   

亜りん酸トリエチル   BOD：78，74，74 （75）   
（122－52－1）   TOC：89，85，86 （86）  
2－2904  

0C2H5  GC：100，100，100（100）  保留；逆転  
1438  

l  

被験物質は水中で変化し、亜リン酸ジェ  0．74＊1  よる分解度試  4  
H5C20‾P－OC2H5   チル（2－2001）、亜リン酸モノエチル（2一  法指示   

1995）、亜リン酸及びリン酸を生成し、  

残留した。  

ビス（JV，ノV－ジメチルジチオカルバミン酸）八1JV－エチレン  
ビス（チオカルバモイルチオ亜鉛）  

BOD：－15，－21，一13（0）＊2  

■88‾6）  
被験物質は速やかに変化し、適切な分析  
条件を確立することが出来なかったた  

CH2－NH－C－S－Zn－S－CJN（CH3）2       め、被験物質分解度は算出しなかった。  

l  2一イミグゾリジンチオン，ジメチルジチ  有機金属のため  濃縮度試験が  
863  

適用外  
難分解性   可能か今後検  

CH2－NH‾C－S－Zn，S‾C‾N（CH3）2   ‡‡  lI  オカルバミン酸，ジメチルアミン（2－  討   
S  S   0134，良分解性），二硫化炭素（1－0172，難  

分解性，高濃縮性ではない）が生成し残留  

した。また、複数の不明変化物が微量生  
成し、残留した。  



物質名  
分配係数  

後続の試験案  

K番号  （CASNo．）［pRTR番号］  分解度（％）  
濃縮倍率  

（logPow）  

判定案  
（試験の種類，  

官報公示整理番号  
（）内は既判定    試験物質）   

ペルフルオロヘブタン  

（335－57－9）  

2－2366   

BOD：3，8（6）  

1429  F3C‾CF2▲CF2‾CF2－CF2－CF2－CF3   GC：－3，2（0）＊2 Cl 6．99＊1  難分解性  濃縮度試験  6   
osedbottle法  

4－アミノジフェニルアミン  
（101－54－2）  

BOD：－5，一4，－4（0）＊2  
被験物質は全  

3■0134  

ク、NHク＼NH2  HPLC：100，100，100（100）  
量変化し、変  

1444  
被験物質は消失し、複数の変化物及び溶   

1．82＊1  難分解性    化物の一部が  
未同定のため   

媒に溶解しない変化物が認められた。  今後検討   

ペルフルオロ（プチルテトラヒドロフラン）  

6‾4）   F 

BOD：－5，－4（0）＊2   
1646  f   

F  GC－MS：一乙1（0）＊2  
5．90＊1  難分解性  濃縮度試験  8  

Closedbottle法   

・ 

； 

●● BOD：－4，－6（0）♯2  
1738   ●  

GC：2，－1（0）  
1．27＊1  
〉3．93＊3  

難分解性  濃縮度試験  9   
Closedbottle法  

F  

口【1’2‾ジメチルシクロヘキサン 

BOD：1，－9，－5（0）＊2  4．75＊1  
1739   墳  GC：一6，－3，一4（0）＊2  〉3．80＊3  

難分解性  濃縮度試験   10】   

1，4一ジクロロブタン  

（110－56－5）  

2－0061  

1754  ClrCH2‾CH2－CH2－CH2－Cl   BOD：7，12，3（7）  
GC：－1，0，－1（0）＊2   2．81＊1  難分解性  分配係数試験  四  



物質名   分配係数   
後続の試験案   

K番号  （CASNo．）［pRTR番号］  分解度（％）  
（logPow）  

濃縮倍率   
判定案  

頁  

官報公示整理番号  
（）内は既判定  の 

1，トピス（4一ヒドロオキシフェニルトシクロヘキサン  

（843－55－0）  

4－0044  

1755  

HO    ク1   

BOD： －1， 0，－2 （0）   
HPLC： 1，1， 3 （2）   

5．00＊1  難分解性  濃縮度試験  12  

HO 

〟二〟二Ⅳ’，〃㌧テトラグリシジルー4，4’一ジアミノジフェニルメタ  
ン  

‾32‾3） 
BOD：－8，－10，一10（0）＊2  

1757  HPLC：73，68，59（66）  2．53＊1  
被験物質は試験液中で一部加水分解し、  難分解性  被験物質の分 配係数試験  13   紐①cH2そ㌻く 
水溶性変化物を多数生成し、残留した。  

トリフェニル 

） 

。 

1758   

／①  
BOD：0，0，0（0）  
HPLC：5，2，4（4）   

5．97＊1  難分解性  濃縮度試験  14   

臥。恵。／①  
2，6－ジー古色rと－プチルー4－∫e（‥－プチルフェノール  

（17540－75－9）  

3－0540   

1760  6．43＊1  難分解性  濃縮度試験  15  
被験物質の一部はソーダライムに吸着し  BOD：一1，一1，－1（0） HPLC：3，2，1（2）  た。  

H3C／Cqc＝2CH3   

3’，6’－ビス（ジエチルアミノ）－スビロ［イソベンゾフランー  
［9脚ンテント3 

H23 

1762  6．63＊1  難分解性  濃縮度試験  

≡≡－0，…三二：…H3  BOD：－3，－2，－2（0）＊2 TOC：2，0，3（1）  
1，4－ビス（イソプロピルアミノ）アントラキノン？H）  

‾37‾5）  

BOD：1，0，1（1）  
1763  HPLC：0，－2，－1（0）＊2   

6．07＊1  難分解性  濃縮度試験  17  

HN／C“呂Hユ  ；H‖；  ／N＝0  

H】CCH  

C叫  



物質名  
分酉己係数  

後続の試験案  

K番号  （CASNo．）［PRTR番号］  分解度（％）  
（logPow）   

濃縮倍率  
判定案  

（試験の種類，  

官報公示整理番号  
（）内は既判定    試験物質）   

5－ベンジルー3－フリルメチルーDレシス，トランスークリサンテメート  
‾86‾8’ 

BOD：－4，一2，－3（0）＊2  
1764  HPLC：1，2，1（1）   7．11＊1  難分解性  濃縮度試験  18   

0  
乳が  

fer才一プチルペルアセクート  

（107－71－1）  
BOD：14，14，13（14）  

2‾2528   
GC：100，100，100（100）  

H】  被験物質は消失し、古色㍗巨プチルアル   

H3C‾C‾0‾0‾C－CH3  コール（2－3049，難分解性、高濃縮性では  1．44刈  

難分解性   

1304  

l  

高濃縮性で  なし   19  
ない）及びね∫と－プチルヒドロペルオキシ  

CH3   ド（2－224，難分解性、商港縮性ではない）  はない  
を生成し、残留した。酢酸（2－0688，良分  
解性）部分は分解した。   

ノⅤ－ステアリルーD－グルコンアミド  
（CH2）17CH3  

。  

1区：790倍  
HC--OH 
】   BOD：18，10， 4（11）   2区：730倍   

HO－CH  HPLC：22，11，3（12）  
（難分解性）   

1596  l  

判定結果難分解性  
5．39＊1  脂質含有率   高濃縮性で  なし   21  

HC－OH  

l  

HO－CH  （H14年5月29日）  開始前 3．45％  はない  
】  
CH20H  

終了後 4．06％   

トアミノエチルピベラジン  

（140－31－8）   BOD：1， 0，一1（0）   く0．3   

5■0961  

〔  TOC：1，1，2（1）  （pHll．0）  （難分解性）  

1（；26  GC：5，1，0（2）  （HPLC法）  分配係数から類推   高濃縮性で  なし   23  

NH    NH2CH2CH2‾NJ  
判定結果難分解性  
（H16年5月28日）  wl．57＊1   

はない  

‾34‾5’ 5－（1－メチルエチル）イミダゾリジンー2，4－ジオン 三三…冒喜喜H3C   BOD：0，7，4（4）  く0．5  

TOC：3，3，5（4）  （pH7．0）  （難分解性）  

1662  HPLC：1，3，1（2）  （HPLC法）  分配係数から類推   高濃縮性で  なし   25   

判定結果難分解性  
（H15年3月24日）  0．18＊1  

はない  

2－エチルへキシル＝水素＝（2一エチル へキシル）ホスホナート  

ソ●－●  1区：≦0．60～2．5倍  

BOD：1，0，0（0）  2区：≦6．0～26倍  

1686  
・・   HPLC：0，2，2（1）  

判定結果難分解性  
6．09＊1  脂質含有率  高濃縮性で  なし   27  

l  
（H16年5月28日）  開始前3．47％  はない  

CH2CH3  終了後2．36％   



物質名  
分配係数  

後続の試験案  

K番号  （CASNo．）［PRTR番号］  分解度（％）  濃縮倍率  
（logPow）  

判定案  
（試験の種類，  

官報公示整理番号  
（）内は既判定    試験物質）   

2，2，6，6一テトラメチルー4－オキソピペリジン  

6‾8’  BOD：4，5，5（5）  0．6  

TOC：0，0，0（0）  （pHlO．0）  （難分解性）  

1688  

幣ごニ】  

GC：1，3，2（2）  （HPLC法）  分配係数から類推   高濃縮性で  なし   29   

判定結果難分解性  
（H16年1月30日）  0．43＊1  

はない  

4，4’－ビス（エチレンイミノカルポニルアミノ）ジフェニルメタン  
99‾4’ 

企  BOD：1，0，0（0） C：■68 
1．4  

△ HPL，68，68（68）  
（pH7．0）  （難分解性）  

1690  
判定結果難分解性  

（HPLC法）  分配係数から類推   高濃縮性で  なし   31   

付記；l‡；記す  （H16年6月18日）  2．57＊1  
はない  

3－メチルー4－メチルチオフェノール 

74‾9’ 

OH  
BOD：0，0，0（0）  2．6  

TOC：－3，－7，－3（0）＊2  （pH2．0）  （難分解性）  

1699  HPLC：1，2，2（2）  （HPLC法）  分配係数から類推   高濃縮性で  なし   33  

c＝3  判定結果難分解性  
SCH3   （H16年1月30日）   2．66＊1  

はない  

2，6一ジクロロビリジン  

（2402－78－0）   
BOD：0，－3，一3 （0）＊2   2．0   

5－3688  TOC：6，5，9（6）  （pH7．0）  （難分解性）  

1702  

ClクICl  
HPLC：3，4，6（4）  （HPLC法）  分配係数から類推   高濃縮性で   なし   35  

判定結果難分解性  
（H16年1月30日）   2．09＊1  

はない   

2一メチルイミグゾール  
8‾1’  BOD：0，－1，－1（0）＊2  

TOC：3，1，0（1）  く0．5  （難分解性）  

1706  HPLC：2，1，1（1）  （pH9．0）  分配係数から類推   高濃縮性で  なし   37   

判定結果難分解性  （HPLC法）  

（H16年1月30日）  
はない  針cH3  

4－クロロメチルスチレン   BOD：－3，一1，一4 （0）＊2   
（1592－20－7）   HPLC：100，100，100（100）  
3‾0046  

；一 
C”＝C”2  被験物質は変化して、クービニルベンジル  

アルコールの生成残留を確認した。さら  クービニル安息香酸  
（難分解性）  

1708  に変化してクービニル安息香酸を3～5％生  3．70＊1  から類推  高濃縮性で  なし   39  

c．H，C  成し、残留した。  はない  
判定結果難分解性  
（H17年11月18日）   

5
 
 
 



物質名  
分配係数  

後続の試験案  
K番号  （CASNo．）［PRTR番号］  分解度（％）  濃縮倍率  

（logPow）  

判定案  
（試験の種類，  

官報公示整理番号  （）内は既判定    試験物質）   

クービニル安息香酸  
‘1075‾49，6’ C”＝C”2  2，1  

1708変  

；l  
（pH2）  

（HPLC法）  分配係数から類推   
高濃縮性で  

なし   化物  はない  
41   

H。。C  
2．78＊1  

＊1 Ⅹowwin vl．67SRC－LOGKOW for Microsoft Windowsによる計算値  
＊2  分解度の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。  

＊3  フラスコ振とう法による予備値  

6   



整理番号 K－1480  （NEDO 322，3－1642）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

アセトアセトー0－アニシジド  （92－15－9）  事業対象年度  平成17年度    契 約  年  月  日    契 約  年  月  日  

試験期間  17．8．8～17．12．15    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・捧  試験装置  標 ■ 挿  試験装置  標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

NHCOCH2COCH3 ；tOC”3  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  
間  

試  
按   

試  
接  

試  
験  

験   
験  

結  結  結  

分子式CllHlこINO3 分子量207．23  果  果  

色帯びた  
按   接  接  

純 度＊199．9％   
外観  

不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 56 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り0．1％は不明  対水  3720mg／L（25℃）  
対メタノール、アセトニトリル、酢酸エチル、  18年 7月21日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   
テトラヒドロフラン、クロロホルム  

融 点＊2 86．6℃  10g／L以上  判 定  判 定  判 定   

測定不可侵00℃付近で硬  

沸点    が黄色に着色し変化した）   
3牒記事項  

logKow＝0．53＊4   1．回収率※  ・被験物質は全て消失し、アセト酢酸部分は微生物により分解された   
比 重＊21．132（86．6℃）  （水＋被験物質）系 100％  が、㌻アニシジン（（官報公示整理番号3－0682）K－1811976．7．22（22）良分   

LD60＊2 2290mg／kg（oral．rat）  安定性   （汚泥十被験物質）系 100％  解）は微生物により分解されず、残留した。  

※試踊を直接分析機器に導入。 
・変化の過程   

IRチャートの有無 ㊨・無  

用 途＊：1中間物、有機化学製品用   

生産量＊：i（13年） 製造及び輸入100～1，000t未満   
化学物質評価研究機横 

筋芦ご；ご卜警分は空身ocH3  
試 料  購入先 和光純薬工業  糎物質  

（官報＿。682）   

経済産業公報発表年月日  年  月  日  K－1811976．7．22（22）良分解   

＊1和光純薬工業添付資料による。 ＊2 http：／／ww軋k－erC．pref．kanagawa．jp／kisnet／hyouji．asp（2005／5）による。 ＊3 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。   
＊4 Kowwin vl．67による計算値。   



整理番号 K－1753  （NEDO 323，5－0130）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

インドール（120－72－9）  事業対象年度  平成17年度    契 約  年  月  日    契 約  年  月  日  

試験期間  17．8．10～17．12．22    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊨ 一 掃  試験装置  標 ■ 揮  試験装置  標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

H ；i㌔  
本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  間  

試  
試  
按  試  

験  

験 結 果  
結  

分子式C8H7N 分子量117．15  果   果  

按   接  接  
純 度＊199．9％   外 観  無色板状晶  

不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 56 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り0．1％は不明  対水＊2  3560mg／L（25℃）  
対メタノール10g／L以上  18年 7月21日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊153．0℃  判 定  判 定  判 定   

沸 点＊2 254℃   1－オククノール／水分配係数  備考  備 考  備 考   

比 重事3 d201．22   
1．回収率￥  

LD50＊41，㈱喝ルg（oral，rat）  安定性   （水＋被験物質）系100％  
（汚泥＋被験物質）系100％  

IRチャートの有無 ㊨・無   
※試験液を直接分析機器に導入。  

用 途＊5 医薬顔料   

2．実施機関  
生産量   ・財団法人化学物質評価研究機構  

試 料  購入先 東京化成工業 TC卜GR   
3．特記事項  

経済産業公報発表年月日  年  月  ・BODの算出はM3で行った。                                                     日   

＊1東京化成工業添付資料による。 ＊2 ThePhysicalPropertiesDatabase（SyracuseResearchCorporation）による。 ＊3 化学大辞典（共立出版）による。   
＊4 Dictionary Organic Compounds（6th edition）による。  ＊514705の化学商品（化学工業日報社）による。  

2   



整理番号 K－1756  （NEDO 3、19，4－0593）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

α－ピネン （80－56－8）  事業対象年度  平成17年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日  

試験期間  17．9．26～17．11．21    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・拝  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   
試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

CH〕  ㌧  H3C  
間  

間  

試  接   試  試  
接  

験 結  
験  験  

直  結  結  

分子式C10H16 分子量136．23  果  果   果  
接   接  接  

純 度＊】99．7％   外 観  無色液体  

不純物（物質名，含有率） 溶解度（対水，その他）  審査部会  第 56 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

水分0．05％以下  対水  3．03mg／L（25℃）  
残り0．25％は不明  対酢酸エチル1g／L以上  18年 7月21日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2 －64℃  判 定  判 定  判 定   

沸 点＊2156．0℃   1－オクタノール／水分配係数  備考  備 考   

logKow＝4．27＊」   1．回収率  

密 度＊10．858g／mL（20℃）   
（水＋被験物質）系93．3％  

LD50＊2 3，700噸ルg（αal，mt）  安定性   （汚泥＋被験物質）系93．5％  

IRチャートの有無 ㊨・無   2．実施機関  
・財団法人化学物質評価研究機構  

用 途＊3 塗料溶剤、ショウノウの合成、テルピネオールの原料など   

3．特記事項  
生産量（年）   ・28日後の水系保持率  

試 料  購入先 関東化学   
84％（GCによる）  

・密閉容器を用いた水系保持率  

経済産業公報発表年月日  年  月  日   96％（GCによる）  

＊1関東化学添付資料による。 ＊2 関東化学製品安全データシートによる。 ＊3 化学大辞典（共立出版）による。 ＊4 Kowwinvl．67による計算値。   
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整理番号 K－1438  （NEDO 297，2－2904）  分 解 度 試 験  
4．特記事項  

・被験物質は水中で完全に変化し、エタノール（2－0202，K－1083，H5．2．12  

（180）良分解）、亜リン酸ジエチル（2－2001）、亜リン酸モノエチル  

（2－1995）、亜リン酸（卜0421）及びリン酸（1－0422）を生成した。（汚泥＋   

被験物質）系では、エタノールは検出されず、亜リン酸ジエチル及び亜   

リン酸モノエチルの一部は残留した。   

被験物質の変化  

亜リン酸トリエチル （122－52－1）  事業対象年度  平成17年度  

試験期間  16，11．26～18．3．29  

試験装置  ㊨・揮  

構造式（示性式）・物理化学的性状  
試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L   

汚  泥  30mg／L  

OC2H5  
L  

H5C20，P，OC2H5  

1叫0  

被験物質  OC2H5  

1  

H5C20‾P－OC2H5  本試験期間  4 週間  

BOD 78，74，74（75）％  

OCzHS 

0＝P－OC2H5  
1  

H  

亜リン酸ジエチル  

官報公示整理番号2－2001  

6～7％生成した。  

C2H50H ＋  

エタノール  TOC 89，85，86（86）％  

官報公示整理番号2－0202  

K－1083H5．2．12（180）良分解  

J  

分子式 C6H150こiP  分子量 166．16  G C lOO，100，100（100）％  
＋Hヱ0  

純 度＊199．0％（GC）  外 観  無色透明液体  

OH  
主  

C2H50H ＋ 0＝P－OC2＝5  
l  

H  

不純物＊1（物質名，含有率）   

残り1．0％は不明  

溶解度（対水，その他）   

対水 加水分解のため測定不可   
対アセトニトリル1g／L以上  

亜リン酸モノエチル  

官報公示整理番号2－1995  

推定生成率として6～13％  

審査部会  第 56 回  

18年 7月21日開催  

融 点＊2 －112℃  

H
H
 
 

H
 

↓
 
0
－
P
－
H
1
0
●
P
●
0
 
 

1－オクタノール／水分配係数  

log Kow＝0．74＊3  

備 考  

1．回収率※  

（水 ＋被験物質）系 100％  

（汚泥＋被験物質）系 100％  

※試験液を直接分析機器に導入。  

2．実施機関  

・財団法人化学物質評価研究機構  

3．培養終了時のpH  

沸 点＊2156～158℃（1013hPa）  

比 重＊1d…30．9586  

亜リン酸  
官報公示整理番号1－0421  

77～85％生成した。  

安定性  

水中で加水分解する。  

ニ
 
 

0
 
 

＋
 
 

C2H50H  LD50＊4 〉2，400喝／厄（oral，rat）  

IRチャートの有無 ㊨・無  

… 用 途＊4 還元剤、酸化防止剤、農薬、医薬品の原料  

生産量（年）  

リン酸  

官報公示整理番号卜0422  

3％生成した。  

（水＋被験  物質）系  （汚泥＋被験物質），系   ［2］  ［3］  ［4］  3．8  5．3  5．2  5．2   試 料  購入先 東京化成工業  

経済産業公報発表年月日  年  月  日  

＊1東京化成工業添付資料による。  
＊3 Kowwin vl．67による計算値。  

＊2InternationalUrliform ChemicalInformation Database（European Chemicals Bureau）（Edition2000）による。  
＊414705の化学商品（化学工業日報社）による。   

4  
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整理番号 K－1429  （NEDO 332，2－2366）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

ペルフルオロへブタン （335－57－9）  事業対象年度  平成17年度    契 約  年  月  日    契 約  年  月  日  

試験期間  18．1．16～18．3．20    試験期間  試験期間  

試験装置  Closedbottle  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

有機物質 10．5mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

都市下水処理場二次放流水1滴／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

F3CMCF2‾CF2－CF2－CF2‾CF2－CF3  本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  3， 8（6）％   間  間  

試  
接   

試  
按  

試  
接  

験  験  
結  

験  

結  結  

分子式C7F16 分子量388．05  果  果  果  

接   接  按  

純 度＊191．4％（異性体を含む）  外 観  無色透明液体  

不純物＊1（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 56 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  
テトラデカフル加ヘキサン（2－2366）3．1％  
不明成分（有機物質）5．5％  18年 7月21日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2 －78℃  判 定  判 定  判 定   

沸 点＊2 82．5℃   1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   

logXow＝6．99＊5   
比 重＊3 d茎Sl．7496   

1．回収率  

LD50   安定性   （水＋被験物質）系71．1％  
（植種源＋被験物質）系70．4％  

IRチャートの有無 ㊨・無   
2．実施機関  

用 途   ・財団法人化学物質評価研究機構  

生産量（年）   3．特記事項  

試 料  購入先 東京化成工業   
・分解度の平均値が負の値に算出さ  
れたため、0と表記した。  

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1GC及びGC－MSによる  ＊2 The PhysicalProperties Database（Jan，2000）（Syracuse Research Corporation）による。  ＊3 東京化成工業添付資料による。  
＊4 Beilstein Handbook of Organic Chemistryによる。  ＊5 Kowwin vl．67による計算値。  
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